
１.基本情報

※令和5年5月1日時点

２.事業概要

３.本事業で新たに設置等を行う組織

工学関係 - - - - -

新設予定
新設予定

40 名
40 名

大学名 鹿児島純心大学 設置区分 私立
学校種 大学 都道府県 鹿児島

大学全体の総収容定員

収容定員
入学定員の増加数

他学部等の入学定員の減少数

設置等組織名
設置等組織の学位分野
当該学部等の所在地

入学定員

696 名

令和6年2月申請時点

　地域の産学官連携の共創の場として，DX化への対応や次世代を担う人材育成，慢性的な理系人材不足の解消のため，
本学では令和8年度より「人間科学部デジタルソリューション学科」（仮称）を開設する予定である。地域住民のウェルビーイング
を高めるため，地域の特徴を活かしつつ，企業・自治体との連携によるフィールドワークをベースに地域のニーズと課題の掘り起こ
し、データサイエンスの手法を活用した地域課題解決（PBL）に取り組み，地域社会のイノベーションに貢献する人材育成を目
指します。
　新設する学科では、情報・データサイエンス・AIの授業に加え、アントレプレナーシップ教育を１年次から段階的に実施するなど、
体系的・実践的な文理融合カリキュラムを編成し、実践的な課題解決力を涵養します。
　また、女子学生確保の取り組みとして同一学園の姉妹高および短期大学との連携強化により一層の力を注ぎ、教育研究の知
創造の場となるよう施設の充実も図ります。

令和６年度大学・高専機能強化支援事業
（支援１：学部再編等による特定成長分野への転換等に係る支援）

事業概要

令和９年度
認可申請

既存学部における学科の新設
人間科学部デジタルソリューション学科

鹿児島県薩摩川内市天辰町

学部学科
組織構成

人間教育学部（教育・心理学科）
看護栄養学部（看護学科，健康栄養学科）

改組予定年度
認可申請・届出の別

改組内容

事業計画名 鹿児島純心大学人間科学部デジタルソリューション学科新設



基本情報

改組予定年度 令和９年度 設置等組織名 人間科学部 デジタルソリューション学科 入学定員増数（合計数） 40

所在地
鹿児島県薩摩川内市
鹿児島県 鹿児島市

改組内容 既存学部における学科の新設 入学定員減数（合計数） 40

事業計画名 鹿児島純心大学人間科学部デジタルソリューション学科新設

令和6年度 ○○大学
支援１ 学部再編等による特定成長分野への転換等の構想について

令和６年度 鹿児島純心大学

＜設置学部等の概要・コンセプト＞

地域住民のウェルビーイングを高めるため，企業・自治体とのDXによる地域課題解決（PBL）を通したフィールドワークを基に，地域のニーズと

課題の掘り起こし，地域資源の発見と開発など，データサイエンスの手法を活用し，地域社会のイノベーションに貢献する人材育成する学部を新設

フィールドワーク
（地域課題発見・地域課題解決）

1年次

データサイエンス・AI
概論・基礎科目
演習・応用科目

情報
概論・演習科目
プログラミング

アントレプレナー
シップ教育

概論・基礎科目
演習科目

2年次

3年次

文理横断の総合的な学習
（人文科学・社会科学・自然科学科目）

地域経営・経済
4年次

地域協働活動
グローバル共創

ICT
ソリューション

卒業後 ・情報やデータサイエンスを活用する企業（ベンチャー企業等）
・公務員 ・教育・研究機関 等

人間科学部 デジタルソリューション学科

教育内容
・情報，データサイエンス・AI，アントレプレナーシップ教育を

1年次より実施
・文理横断の総合的な教育カリキュラムを編成
・地域課題解決（PBL）の基礎としてフィールドワークを実施
自治体・企業等の連携により，様々なデータを取り扱う演習を実施

・最終年は3つフィールドに分かれ，データサイエンスの手法を活用
した地域課題解決（PBL）への取り組み

・実務経験のある教員を配置し，現場志向の質の高い教育を実施

＜多様な入学者の確保＞
・学校推薦選抜や一般選抜に加え、同一学園の姉妹高および短期大学との
入学選抜の拡充

・教職，心理職，保育士等の専門職に関するリカレント教育を拡充

地域の魅力
発掘

地域の魅力
向上

地域への
人の流れ

地域への
人の定着

大学 県・市
企業

＜地域・行政・企業のニーズ・課題＞
・鹿児島県北部地域に本学が位置している特徴を活かした課題の発掘
・データサイエンスの手法を活用した地域課題解決（PBL）への取り組み
→ 地域住民のウェルビーイングを高める

連携体制
・県および市，関連企業との
連携を図るプラットフォーム
を構築

・地域，行政，企業ニーズに
即した課題発掘

・データサイエンスの手法を
活用した地域課題解決（PBL）
への取り組み

フィールド１ フィールド2 フィールド3


	●公表様式

